
デイサービスセンターさくら 第１９回運営推進会議 議事録 

 

■開催日時：Ｒ８／５／２５（月） １４：００～１５：００ 

■開催場所：デイサービスセンターさくら 会議室 

■会議構成員： 

・デイサービスセンターさくら ご利用者様 

・デイサービスセンターさくら ご家族様 

・地域住民の代表者 神戸地区民生委員様 

・市職員 介護高齢福祉課：ご担当者様  

     医療福祉政策課：ご担当者様  

・当該事業に知見を有する方：地域密着型通所介護サービス事業所運営者様 

 

■議事内容 

１、 会議構成員の紹介 

２、 運営推進会議の概要説明 

３、 事業所運営方針の説明 

４、 事業所の特色の説明 

５、 運営状況の報告 

・職員体制 

・職員のキャリアアップの取り組み状況 

・利用様の住所別分布 

６、 活動内容の報告 

・行事、その他活動状況 

■誕生日会 ：（９月／３回、１０月／２回、１１月／４回、１２月／５回、            

Ｒ８／１月／５回、３月／１回、４月／１回） 

     ■外出行事：５／２０ 青山高原の「風の館」。 

      

   歩け歩け運動に力を注いでいる最中であり、他の行事や制作活動等は個別対応に 

なっています。 

 

７、 事故・ヒヤリハット・苦情の報告 

発生日時： 

内  容：     今回は報告する事案無し 

原  因： 

状  況： 

 

８、 その他報告 

      ＜Ｒ７／末、Ｒ８／１の年末年始の対応＞ 

       １２／３１（水）～１／４（日）休業。 

      ＜Ｒ８／５の連休の対応＞ 

       日曜日以外サービス提供実施 

      ＜宿泊サービス＞ 

       Ｒ７／９～Ｒ８／５現在 ご利用は有りません。 

＜消防訓練＞ 

Ｒ７／１２／１７実施（当日出勤の職員、当日の利用者様全員参加） 

本物の火災消化器（有効期限切れで入れ替えた物）を使っての消火訓練。 

どのくらいの時間、噴射するのか実際に体験してみた。 

 



＜移乗サポートロボット「Ｈｕｇ」（Ｒ６／４導入）の評価＞ 

 身体介助が必要な方には有効なれど「ここを持っていて下さい。」等の 

 指示が通らない方には、安全の確保が出来ず利用が難しい。 

 「使いたいけど使えない」事が有り、１００％有効とは言い難い。 

 

  ＜ＬＰガス発電機「ＨＯＮＤＡ ＥＵ９ｉＧＰ」（Ｒ７／７導入）の評価＞ 

   今度、消防訓練にて発電起動、電源コードの引き回し、それへのコンセント 

   差し替え等の運用訓練を行ってみて、評価したい。 

 

９、 意見・要望・助言等 

    （市職員様から） 

（Ｑ）利用者様の介護度はどの程度ですか？ 

（Ａ）要支援、要介護１から５の方がご利用。要介護の方の平均介護度は２.３くらい。 

     （Ｑ）一日の利用者数はどのくらい？ 

     （Ｑ）利用者様の男女比率はどのくらいか？ 

     （Ａ）半々くらい。曜日によっては女性が多い日や、男性が多い日は有る。 

     （Ａ）定員は１０名。一日６名や７名の日もあるが、今月は平均８人程度。 

     （Ｑ）延長利用の利用頻度は？ 

     （Ａ）最近は月に１～２回程度です。 

     （Ｑ）ヒヤリハットや事故は全く無いのですか？ 

     （Ａ）以前は「タオルの入れ間違え」等も報告していたが、そういうことも無い様に 

        対策はしてきているのでこの期間に限っては報告する事案は無いです。 

    （地域住民の代表者様から） 

     （Ｑ）地域に一人暮らしの方が居られて、こういうところを利用されたらいいのに、 

と思うが、まだ介護認定は受けていない。そんな方でも利用できますか？ 

     （Ａ）実費で利用することも可能ですが、とりあえず介護認定をうけてみてはいかがか。 

要支援でも要介護でも出れば介護保険で利用は可能です。 

        必要なら手続きの相談はお受けいたします。 

    （ご家族様から） 

     （ご意見）ずっと家に居たら朝は中々起きなかったが、利用するようになってから 

        朝起きるのが習慣付いた。有難い。 

（Ｑ）家族の用事でショートステイを５泊／月程度利用しているが、帰って来ると 

足が動かない様になっている。帰って来てからデイサービスを利用して 

        徐々に回復して元に戻るが、またショートステイに行ったら歩けなくなって 

        戻ってくる。そんなものなんでしょうか？ 

     （Ａ）デイサービスとショートステイは違いますね。ショートステイは夜の見守りが 

        メインで、日中は部屋に閉じこもって居られたり、あまり活動は無い様です。 

        施設にもよるでしょうが。 

        「さくら」には先ほど紹介しました「お泊り」が有ります。お一人泊まられれば 

職員一人が付きます。今の消防設備では月５名（お一人で５泊）程度の制限が 

あります。これは消防法による制限で、これ以上泊まられるようにするには 

スプリンクラー等の設備が必要になりますので、ちょっと無理ですが。 

    （利用者様から） 

     （ご意見）「歩け歩け運動」をやってもらって、良く歩けるようになった。 

いっぱい歩かせてもらえるので、これは役に立っています。 

    （当該事業に知見を有する方：地域密着型通所介護サービス事業所運営者様から） 

     （ご意見）ショートステイと言うのはそんなものですね。うちの利用様でも同じ様な 

        事が有ります。 

     （ご意見）いろいろ参考にさせてもらっています。 



１０、  次回開催時の議題（テーマ）の検討 

    事業所に一任させる。 

 

   （デイサービスからの提案） 

     なかなか家族様にデイサービスでの過ごし方を見てもらえる機会が無い。 

     誕生日会はその方だけの為に開催するので、その時にご家族様を招待し、ご様子や 

     活動内容を見て頂いたらどうか。 

   （ご家族様から） 

     誕生日会で写真を撮ってもらって持って帰るが本人は「誰や？」とか言って全く 

     覚えていない。一緒に参加させてもらったら「こうだった、あんなだった」と、 

本人との話題にもなるので是非やって欲しい。 

   （当該事業に知見を有する方：地域密着型通所介護サービス事業所運営者様から） 

     なかなか家族様に見てもらう機会って無いですから、こういうのも良いですね。 

   （デイサービスから） 

     当然仕事や農作業でお越し頂けないお宅もお有りでしょうけど、一応案内は出すと 

言う事で進めたいと思います。 


